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１．研究計画の概要 
 本研究は，在住外国人が社会の一員として
地域に根づき，十全な生活を送ることを可能
にするために，(a)「生活に必要な日本語の
力とはなにか」を明らかにするとともに，(b)
その習得を促すための到達目標を段階化し
て示し，(c) 段階的成長を促すための方策を
提案する，という 3 つのことを目的とする。
この目的のために，以下の調査を行う。 
 
(1)各種生活場面（接触場面）における在住
外国人及び日本人の言語使用の実態調査 
(2)在住外国人の言語使用に関する，在住外
国人及び日本人双方の視点に立ったニーズ
調査 
(3)在住外国人の言語能力に対する認識・評
価に関する調査 
(4)在住外国人の学習リソース利用，ストラ
テジー利用の実態に関する調査 
 
２．研究の進捗状況 
(1)在住外国人の言語使用の実態，日本語学
習のニーズを明らかにするため，「生活のた
めの日本語：全国調査」を 2008 年に実施し
た。この調査では，全国の在住外国人（回答
者数 1,662名），日本人（回答者数 1,176 名）
それぞれに対し，アンケート調査を行った。
在住外国人の言語使用の状況や学習ニーズ，
外国人に対する日本人の言語使用実態や意
識に関する全国的な傾向が明らかとなった。
たとえば，日本語の能力の高低に関わらず，
火災・救急・警察への連絡という緊急時の対
応に関するニーズが高いことがわかった。さ
らに，外国人に対するアンケート調査につい
ては，質問紙で用いた 105 の行動（14 場面・
テーマ）に関し，実行頻度による再分類，地

域や子どもの有無等による分析を行った。ま
た，日本人対象のアンケート調査の結果との
比較を行い，接触場面における言語使用にお
ける外国人と日本人の意識の相違に関する
分析を行った。 
 全国調査の分析結果については，速報版を
2009年 5 月に刊行し，英語，韓国語，中国語
の翻訳版もホームページ上で公開した。さら
に，2010年に中間報告書を刊行した。同時に，
学会発表，論文発表を積極的に行った。 
 
(2)在住外国人が日本語を用いることの困難
度や重要度，その原因・理由を明らかにする
ため，「生活のための日本語：浜松調査」を
2010年に実施した。(a)アンケート調査，(b)
インタビュー調査， (c)J-CAT（ Japanese 
Computerized Adaptive Test，インターネッ
ト上で受けることのできるテスト）による日
本語能力測定の 3 種の方法により，101 名の
在住外国人に関するデータを収集した。アン
ケート調査では，2009年の全国調査と同様に，
105 の行動に関して，実行頻度，困難度，重
要度を調べたが，その結果と日本語能力，職
種等との関係に関する分析，困難あるいは重
要と感じる理由の分析に着手した。2011年 3
月に，分析結果の速報版を刊行した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
 全国調査，浜松調査ともに，計画通りに実
施し，結果の分析及び公表活動も順調に進め
ることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)2011 年度（最終年度）は，これまでの調
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査結果に基づき，「生活のための日本語」の
一覧を完成する。この一覧は，日本において
生活をする上で必要と思われるものをまと
めたものだが，個々の学習者あるいは学習者
グループに対して用いるにあたり，可変性の
あるもの，学習者の成長や社会生活の拡大に
伴って，段階的に整理することのできるもの
とすることを目指す。そのために，調査結果
及び一覧案の公表活動（ワークショップ等）
を通じ，地域の日本語教室の運営者や指導者
からの評価を得る。 
 
(2)「生活のための日本語」一覧の普及活動
（試用推進）を通じて，調査研究結果の教育
現場における活用をはかる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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